
○「震災の教訓を生かして次の
災害に備えたい、多様な人の

視点を復興や支援活動にいか
し

　たい。でも具体的に何をす
ればいいの？」など困った事

はありませんか？

○多様な人に配慮した防災・
復興について、地域や職場で

の実際の取組に応用・反映さ
せ

　ることができる知識や手法
を学べます。

○防災・復興・被災者支援に
直接携わっている方はもちろ

ん、支援者を支援している方
や、

　学校・職場内等の防災・危
機管理担当の方にもオススメ

です。

○また、行政・民間、団体・個人
を問わずあらゆる立場の方が

参加できますので、ネットワ
ー

　クづくりの場としても有効
です。

   ぜひご参加ください！

 10:30~16:00

10:00～12:00

13:00～15:30

初心者向けですが繰り返し受講するとより効果的。この講座のみ女性限定

職場や地域に持ち帰り明日からさっそく活用できる手法も学べます！

福島発！避難所運営
シミュレーション
「さすけなぶる」を
体験できます。

★毎年好評の講師に加え、新たに防災・復興と
　　　　　　　　　ジェンダーの専門家をお招きします★

今年も開催！平成２７年度未来館エンパワーメント塾

参加
無料

託児
付き

●会場　福島県男女共生センター
　　　　（二本松市、霞ヶ城公園近く）

●定員　２０名
　　　　※２日間参加できる方優先
　　　　※裏面の申込書にてお申込
　　　　　ください

●主催　福島県男女共生センター

●共催　復興庁（第２日）

●対象
自治体職員（男女共同参画、危機管理）
社会福祉協議会職員、消防関係者、
自治会関係者、学校・教育関係者、
医療関係者、地域活動・女性団体、
学生、関心のある方ならどなたでも

「いざというとき、上手に伝えるのに役立つ！
　　　　　　初めての自己主張トレーニング」

「ふくしまの教訓を生かして
　　次に備える避難所運営シミュレーション」

「多様な視点を復興・防災に
　　　　　　　　　　 　盛り込む方法Ⅰ・Ⅱ」

 10:00~10:30
「男女共同参画の視点で復興を」

高橋聖子さん（株式会社ソフィア研究所シニアコンサルタント、
　　　　　　　　 ジェンダーアクション・プラットフォーム理事）

丹羽麻子さん（NPO法人日本フェミニストカウンセリング学会認定
　　　　　　　　　フェミニストカウンセラー）

金刺義行（復興庁統括官付参事官）

北村育美さん（福島大学ふくしま未来学推進室地域コーディネーター）

第１日：１１月２６日（木）

第２日：１２月１０日（木）  

H27.11.3作成　内容は変更となる場合もあります。



性別
（性自認）

チラシ
入手先

(ふりがな）

名前 年齢 性別 備考

(ふりがな）

名前 年齢 性別 備考

注１；１歳半～就学前までのお子さんをセンター登録ボランティアがお預かりします。

注２；お薬を飲んでいる、又は具合の悪い(発熱、感染症疾患等）お子さんはお預かりできません。

注３；お申込の方には後日詳細をお知らせしますので、住所等ご記入もれのないようにお願いします。

◆講師紹介◆

参加申込書に記入していただく個人情報は、参加者の決定／参加者への連絡・通知／参加者名簿の作成／福島県男女共生センターの講座・イベント等についての情報提供以外で使用することはありません。　

連絡先
住   所

電話・FAX

年　　齢
職業・所属

団体等

ふりがな

氏 名

メール
アドレス

■下記必要事項を記入のうえ、持参・郵送・FAXでお申し込みください。

■メールでもお申込できます。参加希望のセミナー名と下記必要事項をメール本文に記載してお知らせください。
※注）システムセキュリティーの都合上、添付ファイルのあるメールは開封しません。

〒　　　　　-

託児
各講座の14日前まで
にお申し込みください

（申込み先着5名程度）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

　
電　話　　　　　　（　　　　）
ＦＡＸ　　　　　　　（　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

歳　　　　か月

歳　　　　か月

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２００３年より男女共同参画センター等で女性のためのトレーニングや相談事業に関わ
る。２０１１年から２年間郡山市に在住、内閣府「女性のための電話相談ふくしま」拠点運
営を担当。２０１３年より復興庁男女共同参画班政策調査官。

2004年に発生した新潟県中越地震でのボランティアがきっかけで、復興支援団体で震災を契機とし
たまちづくり、地域の防災力向上の支援を行う。東日本大震災では、ビッグパレットふくしま避難所の
支援を行い、2014年4月より福島大学で大学と地域（被災地）をつなぐコーディネーターを務める。

国際協力NGOのスタッフとして世界各地で数々の緊急支援、復興支援、地域開発事業に従事。東日
本大震災ではで女性に焦点を当てた緊急支援、復興支援を統括。日本のNPOをパートナーとした
様々な事業で２万人以上を支援。事業実施の他、事業の計画づくり、事業の評価を専門とする。

丹羽麻子さん（ＮＰＯ法人日本フェミニストカウンセリング学会認定フェミニストカウンセラー）

北村育美さん（福島大学ふくしま未来学推進室地域コーディネーター）

高橋聖子さん（株式会社ソフィア研究所　シニア・コンサルタント、ジェンダーアクションプラットフォーム　理事）

研修で学びたいこ
と・期待していること

２日間受講できる方が優先です。事情により１日しか受講できない方
は、受講希望日を記入してください。（※男性は１日目の午後からの受
講となります。）

★お問合せ、お申込先★ 
 福島県男女共生センター 事業課 
 〒964-0904福島県二本松市郭内一丁目１９６－１ 
    TEL;(0243)23-8304  FAX;(0243)23-8314 
  E-mail：mirai@f-miraikan.or.jp 
  URL：http://www.f-miraikan.or.jp 
 
  
 （申込み方法） 

  この申込書に必要事項を記入 
  して郵送・FAXするか、Eメール 
  本文に必要事項を記入して 
  送信してください。 

 ★受講者は当センターに格安で宿泊できます！ 

 宿泊料（素泊まり・１室・1人当たり）  シングル利用4,300円→3,000円／ツイン利用3,900円→2,600円 
   ～宿泊のお申込み・お問合せは 0243-23-8301  お申込時に「エンパワーメント塾受講者」とお伝えください。～ 

 ★当センター内にはレストラン「たくみ農園」もございます～宿泊の食事や受講中の昼食にご利用ください。～ 

 
    過去に受講した方の声  

 
●「いろんな立場の方が参加していたので、自分 
  の視野も広がりました。」 
●「市民として避難所運営を疑似体験しておくこと 
  は、災害の備えになると思いました。」 
●「防災というと現場も考えもマッチョになりがちで 
  すが、女性の視点が必要だと改めて思いまし 
  た。」 
●「年を経るごとに意識が薄れていくので防災に 
  ついて繰り返し考えたいと思いました。」 
●「毎年受講のチャンスがほしいです。」 
●「自己主張は自分の1番苦手分野ですので、 
  大変参考になりました。」 
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